

















































































































































































































































































































































































のであるが，その後の経過は相当に複雑で、ある。事件発生の 2カ月後に S，K， 








人については， Mが非行事実なしの不処分決定を受ける一方， K， 1， Cが刑事処
分相当の検送決定を受けた。家庭裁判所から送致を受けた東京地検八王子支部は，


































































































































































































































8) 公訴提起を違法・無効として公訴棄却したものとしては，① 18歳 7カ月の少年
による無免許運転の事案で，被疑者の所在を捜査するため，検察官への事件送致に
約 1年8カ月を費やした場合(仙台高判昭和42年 10月17日高刑集20巻5号 699
頁)，② 19歳3カ月の少年による業務上過失傷害の事案で，一件書類等の引き継ぎ









篇昭和 44 年度~ (法曹会， 1970年)464頁以下参照。
10) なお，栗田正「少年法第46条にいう『審判を経た事件』の意義Jr最高裁判所判
147 
例解説刑事篇昭和 36 年度~ (法曹会， 1962年)233頁以下，宮崎昇「少年法46条
にいう『審判を経た事件』の意義J警察研究 34巻8号 (1963年)105頁，豊田健
「虞犯をめぐる 2，3の問題」家庭裁判月報29巻 7号 (1977年)20頁，団藤=森田・
前出注 3)393頁以下，白取祐司 r審判を経た事件』の意義」田宮裕編『少年法判
例百選』別冊ジュリスト 147号(1998年)139頁。
11) たとえば，上口裕『刑事訴訟法~ (成文堂， 2009年)469頁。
12) たとえば，鈴木茂嗣『刑事訴訟法〔改訂版J](青林書院， 1990年)239頁。















の『再審』に関する一考察J一橋研究 17巻 1号 (1992年)124頁以下。
18) 法務省刑事局「法制審議会少年法部会審議経過中間報告の内容説明J家庭裁判月
報 27巻 7号 (1975年)126頁以下，最高裁判所事務総局家庭局「少年法改正に関す
る法制審議会の答申について」家庭裁判月報29巻 11号(1977年)171頁。
19) 荒木仲恰「少年審判と誤判救済についてj ジ、ユリスト 803号 (1983年)41頁以
下，木村裕三「少年の保護事件に対する再審j名城法学33巻3号 (1984年)150 
頁，井上虞道「少年法27条の 2第 l項による保護処分取消の時期Jr最高裁判所判
例解説刑事篇昭和 59 年度~ (法曹会， 1988年)377夏。
20) 草加事件における問題とその検討については，丸山雅夫「草加事件が問いかけた
ものj南山法学25巻 1号 (2001年)7頁以下参照。
21) 浜井一夫ほか『少年事件の処理に隠する実務上の諸問題』司法研究報告書48輯2
号(司法研修所， 1996年)284頁以下。
22) 甲斐行夫ほか『少年法等の一部を改正する法律及び少年審判規則等の一部を改正
する規則の解説~ (法曹会， 2002年)171頁以下。
148 
〔研究ノート〕少年犯罪に対する少年法と刑事訴訟手続との交錯
23) 丸山雅夫「少年保護事件と非常救済制度j岩井宣子先生古稀記念論文集(近刊予
定)参照。
*本稿は， 2010年度パッへ研究奨励金I-A-2(研究助成・一般)にもとづく研究成果
の一部である。記して謝意を表する。
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